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三
井
関
係
文
献
目
録
　
　
二
〇
二
〇

〈
社
史
な
ど
〉

日
本
総
合
研
究
所
社
史
編
纂
室
編
『
日
本
総
合
研
究
所
五
〇
年
史
』
日

本
総
合
研
究
所
　
二
〇
二
〇
年
二
月

三
井
石
油
開
発
株
式
会
社
社
史
編
集
委
員
会
編
『
そ
し
て

0

0

0

五
〇
年
　
紡

が
れ
る
も
の
　
新
た
に
生
ま
れ
る
も
の
』
三
井
石
油
開
発
株
式
会
社

　
二
〇
二
〇
年
八
月

〈
単
行
本
〉

田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
編
『
三
井
田
川
鉱
業
所
と
地
域
社
会 

： 

田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
付
属
研
究
所
調
査
報
告
書
』
田
川
市
・

歴
史
博
物
館
　
二
〇
二
〇
年
三
月

富
岡
市
編
『
富
岡
製
糸
場
女
性
労
働
環
境
等
研
究
委
員
会
報
告
書
』
富

岡
市
　
二
〇
二
〇
年
三
月

今
井
幹
夫
・
髙
林
千
幸
・ 

鈴
木
淳
監
修
・
富
岡
市
・
岡
野
雅
枝
編
著

『
富
岡
製
糸
場
―
継
承
さ
れ
る
革
新
の
歴
史
―
』
富
岡
市
富
岡
製
糸

場
　
二
〇
二
〇
年
一
〇
月

粕
谷
誠
『
戦
前
日
本
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
バ
ン
ク
―
財
閥
系
銀
行
と
金
融

市
場
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
〇
年
一
一
月

永
峯
光
寿
著
・
三
野
村
暢
禧
編
『「
三
井
」
の
基
礎
を
築
い
た
三
野
村

利
左
衛
門
の
生
涯
―
幕
末
か
ら
明
治
期
―
』
高
文
研
　
二
〇
二
〇
年

一
一
月

〈
論
文
・
近
世
〉

須
賀
博
樹
「
三
井
組
の
天
保
金
差
し
下
し
（
二
）
―
万
延
元
年
～
文
久

元
年
の
天
保
小
判
と
天
保
二
朱
金
―
」
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物

館
『
大
阪
商
業
大
学
商
業
博
物
館
紀
要
』
二
〇
号
　
二
〇
二
〇
年
三

月
下
向
井
紀
彦
「
近
世
後
期
に
お
け
る
雲
伯
木
綿
の
上
方
輸
送
―
三
井
越

後
屋
を
事
例
に
―
」
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
島
根
県
古
代

文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
　
第
二
三
集
　
前
近
代
島
根
県
域
に
お
け

る
環
境
と
人
間
』
島
根
県
教
育
委
員
会
　
二
〇
二
〇
年
三
月

長
島
雄
毅
・
横
田
崇
「
三
井
越
後
屋
京
本
店
『
火
事
役
附
帳
』
に
み
る

火
災
へ
の
対
応
」
愛
知
工
業
大
学
地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
『
愛
知

工
業
大
学
地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
年
次
報
告
書
』
一
六
巻
　
二
〇

二
〇
年
九
月

飯
野
幸
江
「
享
保
―
元
文
期
に
お
け
る
三
井
両
替
店
一
巻
の
会
計
実
務

と
財
務
内
容
」
嘉
悦
大
学
研
究
論
集
編
集
委
員
会
『
嘉
悦
大
学
研
究

論
集
』
六
三
巻
一
号
　
二
〇
二
〇
月
一
〇
月

柴
本
昌
彦
・
高
槻
泰
郎
・
村
和
明
「
近
世
日
本
の
中
央
市
場
と
気
候
変

動
」
中
塚
武
監
修
・
鎌
谷
か
お
る
・
渡
辺
浩
一
編
『
気
候
変
動
か
ら

読
み
な
お
す
日
本
史
　
五
　
気
候
変
動
か
ら
近
世
を
み
な
お
す
―
数
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量
・
シ
ス
テ
ム
・
技
術
―
』
臨
川
書
店
　
二
〇
二
〇
年
一
一
月

〈
論
文
・
近
代
〉

清
水
実
「
京
都
博
覧
会
と
三
井
家
」
三
井
記
念
美
術
館
『
三
井
美
術
文

化
史
論
集
』
一
三
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月

久
保
田
裕
次
「
三
井
物
産
と
業
務
組
織
の
専
門
化
―
日
清
・
日
露
戦
争

期
に
お
け
る
山
本
条
太
郎
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
―
」
中
野
目
徹
編
『
官

僚
制
の
思
想
史
―
近
現
代
日
本
社
会
の
断
面
―
』
吉
川
弘
文
館
　
二

〇
二
〇
年
六
月

春
日
豊
「
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
の
三
池
炭
礦
労
働
争
議
―
米
騒
動
の

波
及
と
『
万
田
騒
擾
』
―
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
四
号
　
二
〇
二

〇
年
一
二
月

北
澤
満
・
木
庭
俊
彦
「
戦
後
復
興
期
の
田
川
炭
鉱
」『
三
井
文
庫
論

叢
』
五
四
号
　
二
〇
二
〇
年
一
二
月

鈴
木
邦
夫
「［
批
判
］
中
上
川
の
工
業
主
義
と
益
田
の
商
業
主
義
と
い

う
図
式
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
四
号
　
二
〇
二
〇
年
一
二
月

下
向
井
紀
彦
「
昭
和
戦
前
期
の
国
内
自
動
車
旅
行
と
交
通
事
情
―
一
九

三
六
年
の
三
井
高
公
の
四
国
一
周
旅
行
を
事
例
に
―
」『
三
井
文
庫

論
叢
』
五
四
号
　
二
〇
二
〇
年
一
二
月

〈
そ
の
他
〉

池
上
重
康
「
資
料
紹
介
　
三
井
鉱
山
株
式
会
社
山
野
鉱
業
所
の
社
宅
に

つ
い
て
」
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
『
エ
ネ
ル
ギ

ー
史
研
究
』
三
五
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月

松
岡
高
弘
「
福
岡
県
内
の
炭
鉱
に
お
け
る
昭
和
戦
前
・
戦
後
の
従
業
員

社
宅
の
特
徴
」
産
業
考
古
学
会
『
産
業
考
古
学
』
一
五
七
号
　
二
〇

二
〇
年
三
月

池
上
重
康
・
崎
山
俊
雄
「
戦
前
期
三
井
鉱
山
関
連
会
社
の
福
利
施
策
の

研
究
―
三
井
文
庫
所
蔵
三
井
鉱
山
旧
蔵
資
料
を
基
礎
資
料
に
―
」
住

総
研
『
住
総
研
研
究
論
文
集
・
実
践
研
究
報
告
集
』
四
六
巻
　
二
〇

二
〇
年
六
月

吉
川
容
・
大
島
久
幸
「
三
井
物
産
『
内
地
支
店
長
会
議
々
事
録
』（
明

治
三
三
年
）
第
二
回
分
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
四
号
　
二
〇
二
〇

年
一
二
月

山
﨑
翔
平
・
小
池
良
司
「
都
市
銀
行
・
地
方
銀
行
の
歴
史
的
財
務
デ
ー

タ
―
明
治
期
を
中
心
に
―
」
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
『
日
本
銀
行
金

融
研
究
所
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
（
日
本
語

版
）』
二
〇
二
〇
年
一
二
月

〈
補
遺
〉

谷
ヶ
城
秀
吉
「
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
総
合
商
社
の
商
取
引
に
関

す
る
歴
史
分
析
―
三
井
物
産
を
事
例
に
―
」
専
修
大
学
社
会
科
学
研

究
所
『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』
六
七
三
号
　
二
〇
一
九

年
七
月


